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先
日
、
八
代
目
の
ご
当
主
、
横
山
恵
章
さ

ん
の
ご
協
力
で
屋
敷
内
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
二
間
続
き
の
座
敷
が
絵
画
で

彩
ら
れ
、
江
戸
の
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
空
間

と
な
っ
て
お
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　

上
に
掲
げ
た
四
君
子
図
は
、
中
国
・
日
本

の
文
人
に
多
く
数
取
り
上
げ
ら
れ
た
画
題
の

一
つ
で
文
豪
・
森
鷗
外
も
千
住
に
住
ん
で
い

た
頃
、
好
ん
で
描
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

■
松
平
雪
江　

作
者
は
水
戸
藩
の
家
に
生

ま
れ
た
松
平
雪
江
で
す
。
父
も
水
戸
藩
士

で
絵
師
だ
っ
た
松
平
雪
山
、
母
は
著
名
な

日
本
画
家
・
横
山
大
観
の
出
身
家
で
あ
る

酒
井
家
（
水
戸
藩
士
）
の
人
で
、
大
観
の

父
が
雪
江
の
い
と
こ
に
な
り
ま
す
。

　

大
観
の
作
品
は
、
横
山
家
の
親
族
で
あ

る
名
倉
家
に
も
伝
来
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
も
身
近
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
水
戸
佐
倉
道
の
宿
場

で
も
あ
っ
た
千
住
宿
ら
し
い
伝
来
品
と
感

じ
ま
す
。

■
多
様
な
資
料　

こ
う
し
た
美
術
品
を
暮

ら
し
の
な
か
に
取
り
込
ん
だ
方
に
つ
い
て
、

七
代
目
の
ご
当
主
、
佐
吉
さ
ん
（
故
人
）

に
お
た
ず
ね
し
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
横

山
家
四
代
目
の
佐
兵
衛
氏
が
熱
心
に
美
術

品
を
収
集
し
た
方
で
あ
り
、
六
代
目
で
千

住
町
長
を
つ
と
め
た
佐
助
氏
も
佐
兵
衛
氏

に
続
い
て
多
く
の
作
品
を
暮
ら
し
に
取
り

入
れ
た
そ
う
で
す
。【
図
２
】
の
狩
野
素
川

壽
信
の
群
鶴
図
屏
風
も
、
世
代
的
に
は
四

代
目
の
佐
兵
衛
氏
が
収
集
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
建
物
や
な
ら
わ
し
な
ど
世
代
を
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千
住
四
丁
目
の
横
山
家
住
宅

は
商
都
千
住
を
象
徴
す
る
問
屋

建
築
で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
隣
接
し
て
い
た
蔵
の
棟

札
に
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年 

銘
が
遺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
時
期
、
江
戸

時
代
後
期
の
建
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
問
屋
の
建
物
と
し
て
は
千
住
宿
唯
一

の
建
造
物
で
あ
り
足
立
区
有
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（１）

【
図
１
】　
松
平
雪
江
《
四
君
子
図
》
の
う
ち
梅
図　
横
山
家
の
座
敷
の
襖
に
四
君
子

（
蘭
、
竹
、
菊
、
梅
）
の
各
図
、
四
枚
が
貼
ら
れ
る
。
雪
江
は
水
戸
藩
士
の
家
に
生
ま

れ
た
画
家
（
天
保
五・一
八
三
四
年
～
大
正
五・一
九
一
六
年
）
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【
図
２
】
狩
野
素
川
壽
信
《
群
鶴
図
屏
風
》

紙
本
金
地
着
色　
六
曲
一
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を
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え
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史
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⑥
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徴
は
諸
問
屋
が
集
ま
っ
て
い
る
流
通
の
町

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
宿
場
役
人
の
ほ
と
ん
ど

は
問
屋
の
主
人
が
勤
め
て
い
ま
す
。
一
般
的

な
宿
場
の
生
業
が
、
旅
籠
で
あ
っ
た
こ
と
に

比
べ
る
と
、
そ
の
特
徴
が
際
立
ち
ま
す
。

　

郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
横
山
家
文
書

は
四
六
六
点
に
及
び
ま
す
が
、
中
に
は
生
業

で
あ
っ
た
地
漉
紙
問
屋
「
松
屋
」
の
経
営
に

関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
、
千
住
宿
の
問
屋
関

係
の
古
文
書
と
し
て
最
大
級
で
す
。

■
足
立
史
談
会
を
通
じ
て　

先
代
の
横
山

佐
吉
さ
ん
は
足
立
史
談
会
の
副
会
長
を
つ

と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
恵
章
さ
ん

も
同
じ
く
同
会
の
副
会
長
と
な
っ
て
い
ま

す
。
佐
吉
さ
ん
に
は
問
屋
や
千
住
宿
の
歴

史
に
つ
い
て
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
世
代

を
超
え
て
三
〇
年
近
く
同
家
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
五
年（
二
〇
一
三
）

の
『
大
千
住
展
―
町
の
繁
栄
と
祝
祭
―
』

で
同
家
の
文
化
遺
産
を
ご
紹
介
し
て
か
ら
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。

群
鶴
図
屏
風
（
前
頁
）
は
公
開
後
、
千
住

宿
を
代
表
す
る
絵
画
の
一
つ
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。

　

千
住
が
宿
場
時
代
だ
っ
た
こ
ろ
の
代
表

的
な
問
屋
建
築
と
し
て
は
、
唯
一
の
文
化

財
で
あ
る
屋
敷
地
の
中
で
、
大
切
に
伝
わ
っ

た
も
の
た
ち
は
、
屋
敷
本
体
と
と
も
に
意

義
が
あ
り
ま
す
。
安
政
の
大
地
震
、
関
東

大
震
災
や
明
治
の
大
水
害
を
考
え
る
と
き
、

守
り
続
け
た
同
家
の
ご
努
力
を
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

　  （
学
芸
員
・
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
長
）

超
え
て
蓄
積
さ
れ
美
術
品
の
み
な
ら
ず
幅

広
い
文
化
遺
産
群
が
あ
る
こ
と
が
同
家
の

特
徴
で
す
。

■
貴
重
な
古
文
書
類　

千
住
宿
最
大
の
特

（２）

１１月１８日（土）～１９日（日）10 時～ 16 時　  【問】博物館 3620-9393

特別公開！　郷土博物館出張展示　横山家住宅　　入場無料
　「文化遺産を伝える史跡」でもご紹介した狩野素川壽信の《群鶴図屏風》、松平雪江の四君子図（各一部分）
など、同家の帳場と店部分を展示コーナーとして出張展示を開催いたします。文化財の建物で、文化遺産
を鑑賞するまたとない機会です。
　ほかに希少な江戸期の曲亭馬琴の「南総里見八犬伝」の版木
（二代歌川国貞の挿絵）を用いた火鉢も登場します。
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天
正
十
八
年
に
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
北
条
氏
が
い
な
く
な
っ

た
関
東
に
は
家
康
が
入
部
し
ま
し
た
。
足

立
も
家
康
の
領
地
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

文
禄
二
年（
一
五
九
三
）、
家
康
は
伊
奈

忠
次
に
荒
川（
現
隅
田
川
）
の
架
橋
を
命

じ
、
文
禄
三
年
に
千
住
大
橋
が
完
成
し
ま

す
。
こ
う
し
て
交
通
量
が
増
大
し
、
家
康

没
後
の
寛
永
二
年（
一
六
二
五
）
に
千
住
宿

が
成
立
し
ま
す
。
千
住
発
展
の
礎
は
、
家

康
が
築
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■
そ
の
他　

慶
長
十
八
年（
一
六
一
三
）、
大

御
所
と
な
り
駿
府
城
に
い
た
家
康
の
御
前
で

行
わ
れ
た
真
義
真
言
宗
の
議
論
の
場
に
、
西

新
井
大
師
總
持
寺（
西
新
井
一
―
一
五
―
一
）

の
僧
侶
が
出
席
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
祥

院（
本
木
西
町
一
七
―
五
）
は
家
康
か
ら
五

石
の
寺
領
を
認
め
る
朱
印
状
を
賜
っ
た
と

伝
わ
り
ま
す（『
新
編
武
蔵
風
土
記
』）。
さ
ら

に
、四
ツ
家
稲
荷
神
社（
青
井
二
―
一
五
）
は
、

家
康
を
祀
っ
た
鶴
飼
家
の
屋
敷
神「
権
現
さ

ま
」
を
合
祀
し
て
い
ま
す
。
柳
原
稲
荷
神
社

（
柳
原
二
―
三
八
―
一
）
も
、
昭
和
十
六
年

に
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
に
よ
れ
ば
慶
長
十
一

年（
一
六
〇
六
） 

に
当
地
を
巡
察
し
た
徳
川

家
康
が
江
戸
城
の
鬼
門
除
け
と
し
て
創
建
さ

せ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
足
立
区
に
は
、
家
康

と
の
関
係
を
結
び
つ
け
る
話
が
多
く
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
だ
ち
広
報
11
月
10
日

号
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　  （
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
　
貴
浩
）

　

家
康
は
、
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）
閏

（
う
る
う
）
八
月
に
上
野
国
の
真
田
昌
幸
を

攻
め
ま
す
。
真
田
昌
幸
は
家
康
と
北
条
氏

に
と
っ
て
共
通
の
敵
で
し
た
。
ま
た
、
十

月
二
十
八
日
に
は
、
豊
臣
秀
吉
へ
人
質
を

差
し
出
す
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
家
康
が

会
議
を
開
き
、
人
質
を
出
す
こ
と
を
主
張

す
る
重
臣
の
石
川
数
正
を
退
け
、
そ
の

必
要
は
な
い
と
決
定
し
ま
し
た（『
家
忠
日

記
』）。
人
質
を
差
し
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

秀
吉
に
臣
従
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
家
康

は
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
日
、
北
条
氏
の
家
老
二
十
人

か
ら
起
請
文（
き
し
ょ
う
も
ん
・
血
判
の
誓

書
）
が
届
き
、
徳
川
氏
の
家
老
た
ち
も
北

条
氏
に
起
請
文
を
送
っ
て
い
ま
す
。
北
条

氏
も
秀
吉
に
臣
従
す
る
気
は
な
く
、
同
盟

を
強
化
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
北
条
氏
は
十
一
月

十
一
日
に
宮
城
氏
に
対
し
て
家
康
の
援
軍

に
行
く
よ
う
に
命
令
し
ま
す（
上
掲
写
真
）。

二
日
後
の
十
三
日
に
は
、
石
川
数
正
が
出

奔
し
、
秀
吉
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
た
た
め
、

徳
川
家
中
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
天
正
地
震
が

発
生
し
、
近
畿
を
中
心
に
大
変
な
被
害
が

発
生
し
、
戦
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
実
際
に
宮
城
氏
が
出
陣

し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
家
康
へ
の
援
軍

を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
足
立
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
家
康
と
千
住
大
橋　

家
康
は
天
正
十
四

年
に
秀
吉
に
臣
従
し
ま
す
が
、
北
条
氏
は

回
忌
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
春
は
信
玄
に
対
し
、「
日
本
国
中
に
越

後
の
上
杉
謙
信
と
三
河
の
徳
川
家
康
ほ
ど

剛
の
者
は
い
な
い
」
と
述
べ
、
信
玄
が「
家

康
を
味
方
に
つ
け
て
い
た
な
ら
ば
、
と
っ

く
に
九
州
ま
で
も
制
圧
し
て
い
た
だ
ろ
う
」

と
述
べ
た
と
伝
わ
り
ま
す（『
甲
陽
軍
鑑
』）。

　

長
篠
合
戦
と
足
立
区
と
い
う
と
、
ま
っ

た
く
つ
な
が
り
が
な
い
よ
う
で
す
が
、
隠

れ
た
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。

■
宮
城
氏
と
家
康　

戦
国
時
代
の
足
立
区

域
に
は
、
宮
城
氏
と
い
う
一
族
が
い
ま
し

た
。
宮
城
氏
は
、
そ
の
名
の
通
り
現
在
の

足
立
区
宮
城
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
領
主

で
、
小
田
原
の
北
条
氏
の
支
配
下
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
康
は
娘
を
北
条
氏

直
に
嫁
が
せ
、
北
条
氏
と
同
盟
を
結
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」

が
放
映
さ
れ
、
各
地
で
徳
川
家
康
に
関
す

る
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
番
外
編
と
し
て
、
家
康
と
足
立
の

関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
長
篠
合
戦
と
足
立　

家
康
は
、
元
亀
三

年（
一
五
七
三
）
に
甲
斐
国
の
武
田
信
玄
に

大
敗
し
た
三
方
ヶ
原
合
戦
や
、
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
に
天
下
の
覇
権
を
確
立
し
た

関
ヶ
原
合
戦
な
ど
、
生
涯
で
い
く
つ
も
の

合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
教
科
書
に
も
載
る
有
名

な
合
戦
と
し
て
、
長
篠
合
戦
が
あ
り

ま
す
。
天
正
三
年（
一
五
七
五
）、
織

田
信
長
と
徳
川
家
康
の
連
合
軍
が
信

玄
の
跡
を
継
い
だ
武
田
勝
頼
を
撃
破

し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
い
で
、
武
田
軍
の
武
将
で

あ
る
馬
場
美
濃
守
信
春（
氏
勝
）
が

討
死
し
ま
す
。
馬
場
信
春
は
武
田
四

天
王
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
名
将
で
、

信
玄
の
信
頼
厚
い
人
物
で
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
信
春
の
子
孫
が
建
立
し

た
と
伝
わ
る
の
が
妙
蓮
寺（
古
千
谷

本
町
一
―
一
三
―
一
）
で
す
。
妙
蓮

寺
の
過
去
帳
に
は
、
氏
勝（
＝
信
春
）

の
次
男
氏
家
が
妙
蓮
寺
で
氏
勝
の
七

（３）

北条氏房朱印状　豊島宮城文書（国立公文書館蔵）　
「宮城美作守殿」へあてた文書
冒頭に「遠州（家康）へ加勢」と記されている

は
い
文
化
財
係
で
す
　
番
外
編 

 
徳
川
家
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と
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よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
量
を
調
整
す
る
。

・
併
入=

発
電
し
た
電
気
を
他
の
発
電
所
の

電
力
系
統
と
一
緒
に
す
る
こ
と
。
現
在
は

並
列
と
い
う
よ
う
だ
。

・
併
解=

電
力
系
統
か
ら
離
れ
る
こ
と
。
現

在
は
解
列
と
い
う
よ
う
だ
。

■
灰
処
理　

ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
た
石
炭

は
、
地
下
室
の
筒
状
に
な
っ
た
ス
ト
ロ
ー

か
ら
ア
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
パ
ー
に
落
下
し
、
ア
ッ

シ
ュ
ピ
ッ
ト
に
溜
ま
る
が
、
高
温
な
の
で

そ
の
ま
ま
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ア
ッ

シ
ュ
ピ
ッ
ト
に
冷
却
水
を
一
定
の
水
位
を

保
つ
よ
う
に
張
り
冷
却
し
ま
す
。
ア
ッ
シ
ュ

ピ
ッ
ト
に
は
パ
ト
ロ
ー
ル
ホ
イ
ル
と
い
う

装
置
が
あ
り
、
こ
れ
で
炭
殻
を
か
き
出
し
、

ベ
ル
ト
に
乗
せ
て
傾
斜
ベ
ル
ト
、
延
長
ベ

ル
ト
を
経
て
ト
ロ
ッ
コ
に
積
み
込
み
、
灰

処
理
場
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

勤
務
で
し
た
が
、
経
済
成
長
に
伴
う
電
力

需
要
の
対
応
と
し
て
、
千
住
火
力
発
電
所

の
稼
働
率
向
上
が
求
め
ら
れ
、
夜
間
要

員
の
必
要
性
の
高
ま
り
か
ら
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
八
月
五
日
以
降
、
三
直
三

交
代
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
三
交
代
職
場

は
、
直
接
発
電
に
関
わ
る
電
気
課
運
転
係
、

機
械
課
汽
機
係
、
汽
缶
係
の
二
課
三
係
で

し
た
。

　

運
転
時
間
は
、
原
則
と
し
て
九
時
併
入

（
並
列
）、
二
一
時
併
解（
解
列
）
で
し
た
。

＊（　

）
は
、
平
成
二
八
年
当
時
の
用
語
。

日
曜
日
、
祝
日
は
原
則
と
し
て
運
転
休
止

で
す
。

■
用
語
の
説
明

・
起
火=

埋
火
し
た
石
炭
を
平
に
な
ら
し
、

通
風
し
な
が
ら
新
し
い
石
炭
を
燃
焼
さ
せ
る
。

・
埋
火=

発
電
停

止
後
送
風
を
遮
断

し
、
缶
の
前
面
で

燃
焼
し
て
い
る
石

炭
を
山
状
に
掻
き

寄
せ
る
。

・
給
電
指
令=

発

電
量
を
一
括
管
理

す
る
事
業
所
を
給

電
所（
き
ゅ
う
で

し
ょ
）
と
い
い
そ

こ
か
ら
の
指
令
に

　
千
住
火
力
発
電
所
の
元
職
員
、
格
和
宏

典
さ
ん
に
文
章
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
直（
ち
ょ
く
）
勤
務　

発
電
関
係
運
転
員

は
一
日
三
交
代
の
勤
務
で
、
こ
れ
を
直
勤

務
と
呼
び
ま
し
た
。
筆
者
は
汽
缶
係
所
属

で
し
た
の
で
例
と
し
て
缶
前（
か
ま
ま
え
）

を
記
載
し
ま
す
。

・
一
直=

七
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時
三
〇
分

勤
務
。
三
直
が
起
火（
き
か
）
し
た
缶
を
引

き
継
ぎ
、
午
前
九
時
頃
の
発
電
開
始
ま
で

徐
々
に
缶
圧（
か
ん
あ
つ
）
を
上
げ
、
蒸
気

を
発
生
さ
せ
る
。
給
電
指
令
に
よ
り
発
電

機
併
入
後
、
一
定
の
缶
圧
、
蒸
気
量
を
維

持
す
る
た
め
石
炭
量
の
調
整
な
ど
、
諸
作

業
を
行
い
つ
つ
缶
の
監
視
を
行
う
。

・
二
直=

一
五
時
三
〇
分
か
ら
二
一
時
三
〇

分
勤
務
。
一
直
の
缶
を
引
き
継
ぎ
、
発
電

量
の
増
減
指
令
に
対
応
し
、
一
定
の
缶
圧
、

蒸
気
量
を
維
持
す
る
。
発
電
停
止
の
指
令

と
と
も
に
埋
火（
ま
い
か
）
す
る
。

・
三
直=

二
一
時
三
〇
分
か
ら
翌
日
の
七
時

三
〇
分
勤
務
。
交
代
後
、
缶
水（
か
ん
す
い
）

の
取
り
換
え
や
缶
の
補
修
な
ど
諸
作
業
を
実

施
し
、
仮
眠
後
起
火
し
一
直
に
引
き
継
ぐ
。

　

※
汽
機
・
電
気
も
夜
間
停
止
中
に
設
備
の

補
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

■
三
直
三
交
代
と
勤
務
態
様　

従
前
は
二

直
プ
ラ
ス
一
部
予
備
員
制
の
変
則
三
交
代 

（４）

１　当直は、毎日 1・2・3 直の繰り返しで行いますが、この流れでの暦日ローテーシヨンの場合、各班がい 
　　つも同直のままであり、別直の勤務が出来ません。このため、勤務時間や労働量などを勘案し 3 直（夜勤） 
　　との連直を避け、1 直・2 直を連直（７：３０～２１：３０）としました。
２　停止日の３直出勤は常に同一班ではなく、祝日、年末年始などの停止日で変化しました。

お
化
け
煙
突
60
年
⑦  

設
備
と
操
作
員
①

当直ローテーション表（例）

３直の場合の一日の過ごし方（例）


